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○補助事業の内容および目的・効果

（目　的）

目　　的

（効　果）

・ 効 果

○補助事業の収支状況

繰越金 雑収入

1

　昭和６１年度
開　始

年　度

函館市女性会議

函館市補助金など交付規則

計

30 18 37 8 543

41 1 414

その他

18 17 62027

200 0

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№１）

補 助 金 名
（交付金名）

函館市女性会議補助金

団　体　名

助成の根拠規定等

(条例・規則・要綱等)

(単位：千円)

内　　容
市内の女性団体相互が連絡協調し，団体間の連携強化を図るとともに，男女共同参
画社会の形成を目指したまちづくりのための研修会や講演会等を行っている。

函館市の女性団体が連絡協調し，女性団体活動を推進し，女性の自主性を高め，
地位の向上を図るとともに，男女共同参画社会の形成を目指した本市のまちづくり
に貢献する。

市内の女性団体相互の連絡と情報交換ができ，各団体間の連携のもとに組織の
充実強化が図られ，その活動が地域の発展につながる。

補助対象外
経費

計

0 0 583

17 542 50 0 62

27 1,039 54 0 28 1,148

上部団体

26 200 0 148 24

28

年　度 会　費

25 450 0

200 0 435 18

0

24

27 0

27

28

450 0 108

20 0 673

942 21 4 1,168

年　度 人件費

24 0 37 471 75

負担金等

671

事務費 事業費 予備費

支

出

助　　成　　金

市
事業収入

25 0 33 406 63 0 0 502

26 0 26 290 62 0 32 410

収

入
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○基本的視点の再チェック

※適・不適であっても，説明欄は必ず記載してください。

○財政的視点のチェック

※不適の場合は，説明欄に必ず記載してください。

１

公益性
（明確な公益性があるか）

函館市の女性団体が連携し，女性団体活動を推
進することにより，女性の自立性を高め，地位
の向上を図るとともに，男女共同参画社会を目
指した本市のまちづくりに貢献している。ま
た，官民様々な分野の各種審議会・委員会など
で委員として活動しており，あらゆる分野での
男女共同参画の視点の重要性を発信している。

　①広く市民生活の向上に貢
　　献する事業

　②市民ニーズが高い事業

４
補助割合は，補助対象経費の１／２以内で
ある

２
必要性（補助しなければならない事
業であるか）

加盟団体相互の連携，組織強化のため補助は必
要。

３
自主性（自主自立に向け努力してい
るか）

市の補助金のみではなく，他団体との共催や経費節
減の視点で事業の実施方法を検討するなど，経費の
削減を図りながら事業を実施している。

４
有効性（他の手法ではなく補助する
ことが，施策目的実現に最適か）

　男女共同参画の推進にあたっては，行政の取り組みのほか，
市民活動による普及啓発の取り組みが有効であり，当団体の女
性団体活動は男女共同参画社会の実現のためまちづくりに寄与
していることから補助することが必要である。

説　　明

５ 前年度繰越金は生じていないか

６
自主財源の確保に努めている
（最低でも前年度の収入を確保している
か）

財　政　的　視　点 不適 不適の場合の理由と今後の対応について

１ 積算内訳は，前年踏襲となっていないか

７ 経常経費の節減に努めているか

２ 補助金等の使途は適切である

３ 積算基準は定められている
　補助金の算定にあたっては，次年度の事業計
画を適正に審査し，その収支不足相当額を補助
することとしている。

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№２）

補 助 金 名
（交付金名）

函館市女性会議補助金

基　本　的　視　点 適 不適
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○補助効果の検証
（効果測定方法，具体的な数値等）

（達成状況）

　　　　　　　　　　　　　　※継続事業は，直近の実績　新規事業は，効果のみ記載してください。

（評　価） （理　由）

十分効果をあげている

 一定の効果をあげている

効果が疑問である

その他

○今後の方向性
（見直しの内容）

（見直しの時期）

（廃止の理由） （その他の内容）

（廃止の時期）

○終期の設定

補 助 金 名
（交付金名）

函館市女性会議補助金

終期設定 終期到来により廃止 次回チェック年度(予定)

平成　　３１　年度 終期到来時に再検討 平成　　３１　年度

市内での会員向け・市民向けの男女共同参画の講演会や
勉強会など，男女共同参画社会を目指したまちづくりの
ための事業を実施しているほか，官民各種の審議会等の
委員として，男女共同参画の視点の重要性を発信し，あ
らゆる分野での男女共同参画の実現に向けて日々活動し
ている。

現行のまま補助を継続

見直したうえで補助を継続

廃止

その他

・はこだて・女性大会
・研修・講習会 等　女性会議の補助事業等の実施状況

・はこだて女性大会　平成２９年３月５日（日）　ホテル函館ロイヤル
　参集者：８０名
　開催テーマ：「男女共同参画って何？」
　　　　内容：講演「男女共同参画社会と私」（講師：元内閣府男女共同参画課長　名取はにわ氏）
　　　　　　　パネルディスカッション　(パネリスト：北海道渡島総合振興局副局長　ほか２名)
・各種審議会・委員会(４３会議)への委員登用
・北海道女性団体連絡協議会や渡島地域の女性大会への出席のほか，青森の女性団体との青函交流な
ど他エリアとの女性団体との交流を図り，連携強化に努めている。

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№３）


